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概要– 本稿では，リアルスケール社会シミュレーション（RSSS）の実現のため，合成された日本全国・複数年
度の仮想の個人の属性（仮想個票）をWebで提供するシステムを構想する．RSSSでは，エージェントの属性に
現実同様の属性が求められる場合がある．現実の個人の属性は利用に厳しい制限があるため，利活用可能な情報
のみを使用し，仮想個票を合成する手法が提案され，データの提供が開始されている．しかし，現時点では電子
メールを用いて仮想個票を一括して提供しており，利便性に課題があった．本稿では，利用者が任意の年度・地
域・属性の選択と新たな属性の追加が可能なWebサービスを構想する．
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1 はじめに
近年，現実社会の個々の要素を反映したリアルスケー
ル社会シミュレーション（以下，RSSS）が注目を集め
ている．しかし，現実の個人の属性は個人情報保護や
プライバシーの考慮のため，利活用が困難であるが，利
活用可能な情報のみを使用し，仮想の個人の属性（以
下，仮想個票）を合成する手法が提案されている 1)–3)．
著者らはこれらの手法を用いた日本全国・複数年度の
仮想個票の電子メールでの提供を開始している．本稿
では，利用者が任意の年度・地域・属性の選択と新たな
属性の追加が可能なWebサービスについて構想する．

2 仮想個票提供システム
本稿が構想するWeb 上での仮想個票提供システム

を Fig. 1に示す．Fig. 1(a)は利用者が指定したリクエ
ストに該当するデータを任意の形式（CSVや SQLite
など）へ変換し，利用者へ送信する場合を示している．
Fig. 1(b)はユーザーから要求のあるデータが存在せず，
新たに合成する場合を示している．合成データ数が不
足している場合，不足分を既存手法 1)–3) で合成する．
一方で，既存手法 1)–3)で合成できていない属性を利用
者が要求する場合，年齢や性別，家族類型など合成デー
タが保持する属性と利用者が要求する属性に関する統
計表が e-stat API で取得できる場合，当該統計表を取
得し，確率的な割り当てにより属性を追加し，利用者

へ提供する．データの合成や属性の追加に時間がかか
る場合は，完了した旨をメールなどにより通知する．

3 おわりに
本稿では，Web上で仮想個票を提供するシステムを
構想した．すでに合成済みの仮想個票の提供のみなら
ず，不足データの合成や新たな属性を追加する機能を
システムに搭載することで，RSSSを実施する研究者
の負担を削減できる．
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Fig. 1: Web上での仮想個票提供システム
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